
 

令和７年度第３回 佐渡警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和７年12月11日（木）午後２時00分から午後４時10分まで 

開催場所  佐渡警察署 ３階会議室 

出 席 者 

 

委      員
 

（定数10人）
 

 

篠原会長  

大蔵委員 尾田委員 風間委員 北委員 

計良委員 本間委員 渡辺委員 
               

（会長、以下50音順）
 

計８人 

警   察 
伊藤署長 藤ノ木副署長 野崎警務課長 

山岸会計課長 丸山生活安全課長 本間地域課長 

南波刑事課長 田邉交通課長 渡部警備課長 

計９人 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和７年10月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

 署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について、説明があった。 

１ 特殊詐欺等被害防止及びＳＮＳ型投資詐欺等被害防止 

特殊詐欺等被害防止及びＳＮＳ型投資詐欺等被害防止として、関係機関、ボランテ 

ィアと協働した 

 ・ 年金支給日における商業施設、金融機関等での被害防止広報 

 ・ 佐渡市役所及び支所等における国際電話利用休止手続き臨時窓口の設置 

 ・ 新潟県犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間・全国地域安全運動期間中、

佐渡市特産物である「柿」と「鍵」をかけ「柿を食べて鍵をかけましょう」と 

いうスローガンの呼びかけとチラシや「おけさ柿」を配布した広報啓発活動 

・ 著名人を一日警察署長に委嘱したイベントでの広報啓発活動 

 のほか、 

・ 佐渡市メール配信サービス及び地元テレビ局を活用した被害防止広報 

・ 詐欺被害を未然防止した郵便局員等に対する表彰 

 を実施した。 

２ 高齢者の交通事故防止 

 高齢運転者対策及び高齢歩行者等対策として、 

・ 交通企画課や交通機動隊との交通安全教室の開催 

・ 著名人を一日警察署長に委嘱した秋の交通安全運動出発式の開催 



・ 事故防止講話等における交通法令遵守の呼び掛け 

   ・ 各種イベント会場での高齢者に対する反射シール貼付け 

   ・ 関係機関、ボランティアと連携した街頭指導 

 を実施した。 

速度等取締り指針の策定 

交通課長から、交通事故の発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明が

あり、了承した。 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 特殊詐欺被害防止及びＳＮＳ型投資詐欺等被害防止 

(1) テレビ、ラジオ等の各種媒体を活用した多角的な情報発信 

(2) 関係機関・団体、ボランティアと協働した広報啓発活動 

(3) 各種イベントや防犯講習等における広報啓発活動 

(4) 金融機関、コンビニエンスストア等における水際対策強化の働きかけ 

(5) 被害を未然に防いだ金融機関やコンビニエンスストア等に対する表彰 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 高齢運転者対策の推進 

(2) 高齢歩行者等対策の推進 

答申 

佐渡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申した。 

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 学校のマラソン大会などで交通整理をしてほしい。 

○ 主催者による自主警備が基本となりますが、相談していただきたいと思います。 

２ 朝日や夕日で見え難い信号機があるので改善してほしい。 

○ 信号機の視認状況を確認し、必要性の有無を判断します。 

３ 通学路の街灯が少ないので増やしてほしい。 

○ 街灯の設置管理は自治体が主管となりますが、警察からも要望があったことを 

お伝えします。 

４ 路側帯を走る危険な車がいるので指導してほしい。 

○ 危険車両を発見した際には運転者に対して指導を行います。 

５ 横断歩道手前にある「ひし形の路面標示」の意味を知らない人がいる。 

○ 講習会や地元テレビ局などを通じて市民に周知を図ります。 

６ 交通事故での逮捕基準について教えてほしい。 

○ 事故による重大な被害の発生、悪質な交通違反、逃走・証拠隠滅のおそれなど 

から個別具体的に判断します。 

７ 「検挙」と「逮捕」の違いを教えてほしい。 



○ 「検挙」は警察が被疑者を特定したもの全てを示しますが、「逮捕」は身柄を 

強制的に拘束した場合にのみ使用します。 

その他 

１ 佐渡警察署留置施設において、被留置者の処遇状況、施設の整備状況及び勤務員

の勤務内容等を視察した。 

２ 会長から警察署協議会代表者会議の結果報告があった。 

 


